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Proposals to support the living of the elderly housing complex in shopping mall 
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This plan, which aims to form a continuous living of the elderly in local activities. It is a housing complex 
to function as actively involved in Exchange Square and the surrounding society. Currently, housing the 
elderly seem to be closed for the society around. Housing of this plan, has a spatial continuity with the local 
community, to be laid as a base field of one of the regional activities, gathering. By doing so, expect that to be 
carried on in the field of elderly households living in isolation, which tends to open the society. I can not 
think of the proposed place of residence in the daily life of elderly people, watch and interact with neighbors 
and people in the region occurs in a natural way. 
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１． はじめに 
高齢者の住まいに感じられる閉鎖性や周辺地域からの
孤立感に疑問を抱いたことが本設計に取り組んだきっか
けである。 
周辺社会との関係性に重きをおいて研究を進めるなか
で、高齢者施設にみられる着目点は以下 2 点である。 
 
・住む人を高齢者に限定している点 
 →不定期に催される交流の機会が設定されるときに
限る周辺社会との接点。生活リズムや過ごす・出会う人
が固定化されてしまう。 
・見守りの為に、スタッフと閉じた空間による管理さ
れた施設である点 
 →明確な内外をつくり、高齢者・スタッフの過ごす
閉じた世界として周辺住民に受け取られる。 
 
 以上のような環境は、常に専門的なサポートを必要
とする高齢な方々にとっては必要なものである。しかし、
専門的な管理やサポートを常時必要としない元気な高齢
者の存在にも目を向けたとき、以上のようなケアやバリ
アフリ－に限るのではなく、隣人や近隣住人との交流や
見守りが高齢者の日々の生活の中で、自然な形で起こる
住まいの場が必要なのではないかと考える。 
 
 本設計では、高齢者の暮らしが地域活動に連続した
かたちを目指し、周辺社会と積極的に関わる交流広場と
して機能する集合住宅を計画する。 
現在周辺社会に対し閉鎖的な高齢者住宅が、地域との
空間的連続性を持ち、地域活動の 1 つの拠点、集いの場
として据えられることで、孤立しがちな高齢者世帯の暮
らしが社会に開いた場で営まれることを期待している。 
 
２． 高齢化社会 
現在、高齢化の進行による一人暮らし高齢者世帯の増
加は著しく、そんな人たちが孤立化する現状は深刻な問
題となっている。 
 子ども夫婦が父母の面倒をみながら同居するという
社会慣性は薄れ、高齢者の側にも自立した生活を維持し
ていきたいとの意志は高まっている。しかし、健常なお
年寄りでも、一人暮らし、又は夫婦だけで暮らしていく
環境は、寂寥感や万が一の時の不安感は拭いきれない。
多くの高齢者が仕事を引退し、独りで過ごす時間が増え
る中で、“自らの趣味や特技を活かした集いの場所”を
身近に、毎日の習慣のように持つことにより、穏やかな
見守りの中で生活していくことができるのではないだろ
うか。 
 友人とのサークルや、地域活動への積極的な参加が、
住んでいる場所にコミュニティを築く。他世代を巻き込
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んだコミュニティが根付く場所をつくることで、高齢者
にとっては安心感と、活躍することのできる、生きる活
力を得る場所として、他世代にとっては高齢者と接し、
学ぶ貴重な機会として、より良い住環境をつくれるので
はないかと考える。 
 
３． 高齢者住宅 
高齢者各々の健常度の違いと、介護・福祉施策の発展
により、多様な高齢者施設がつくられてきた。 
 
本計画では、自立した生活を基本とした高齢者のため
の集合住宅を計画するにあたり、その周辺社会との関係
性に着目した。 
（１） 生活機能の共有 
日本における福祉政策にとって、手本となってきた北
欧の高齢者住宅では、施設内の食堂や図書室、クラブ室
などをはじめとする共用諸室が周辺住人に開放され、居
住者以外の人にも利用できる場所となっている。このよ
うな利用環境により、高齢者は居住者同士、スタッフの
みのではない、周辺社会とのつながりを得ることができ
る。 
また、大きな共用リビングルーム、各住戸専用のテラ
ス、前庭など、居住者は居室を基本に、各住戸から広が
る多様な共有空間、そして外部空間をもっている。この
ような場所では、抽象化されがちな居住者の小さな行為
(佇む、おしゃべり、たまり…内部コミュニティの充実)
が誘発され、パブリック～プライベートにわたるグラデ
ーショナルな居場所の必要性を示していると思われる。 
（２） 中庭や活動諸室の開放とイベントの開催 
高齢者住宅は、ソフト面において、現在も周辺地域と
のイベントや交流を図っている。その際に、多目的ホー
ルや中庭が多用される。 
周辺地域を巻き込む、受け入れる方法として、中庭の
開放は、それを囲む室を巡る中で、高齢者が様々な活動
を目にすることができる。高齢者住宅に活動や時間を共
有する中心の場をつくることができると考える。 
  
Fig.1 中庭における催し 
 
まとめると、前庭やテラスからの風景、サークル活動
の共同など外部要素が入ることで、社会とつながった場
を得ることができる。 
食堂やホールなどの開放は、内に閉じがちな高齢者住
宅に外の活動を受け入れる場所をつくり、居住者以外の
人々にとって訪れるきっかけ、目的となる。また、周囲
と空間的連続性をもった開かれた外部空間として中庭を
設けることで、内部における視線の交わりや地域の催し
の広場としての利用を促進する。同じ空間と時間を共有
できる場所をつくることで、地域に見守られるという住
環境をつくることができると考える。 
 
４． 設計概要 
周辺社会と連続した住環境を計画するにあたって、高
齢者の暮らしを支える集合住宅を計画するにあたり、大
きく２つの提案をする。 
 
1．商店街における高齢者の住まいの提案 
2．店舗を複合した地域交流の場を足元にもつ構成 
 
地域の生活軸である商店街に住むことで、地域の活動
と連続することを考える。交流機能としての多目的室や
中庭だけではなく、近隣住人からの利用を促進する要素
として、また、居住者の生活(食事、健康相談 etc…)を支
える機能として店舗を複合する。そうすることによって、
日常生活のなかで地域の人が訪れ、一緒に利用できる交
流広場として、地域の活動が流入してこれるような場を
計画する。 
      
Fig.2 地域において生活軸として、 
また、様々な活動の場となる商店街 
  
そして、単身高齢者、高齢者夫婦世帯のみではなく、
単身者、夫婦・家族世帯、学生のシェアハウスなど多様
な住戸タイプを持つ。そこでは、異なる人々が互いを見
守り、その世帯の違いから生まれる各々の活動が作用し
合って、さらに居住者のそれぞれの生活範囲と活動の幅
が広がっていくかたちを目指している。 
 
     
Fig.3 多様な世帯が共生する 
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５． 対象敷地 
対象敷地は練馬区江古田である。江古田は、木造住宅、
アパートが密集した住宅地であり、２～４Ｍ幅の道路に
よって構成される心地よいヒューマンスケールの街であ
る。 
特徴として、江古田駅を中心に 12 の商店街が広がり、
徒歩圏内に大学が立地している。大きなス－パーのない
江古田では、住人の生活軸としてこれらの商店街が地域
に根付き、様々な催しが起こる活動の場となっている。
催しは商店街の組合が中心に行うナイトバザーや行事ご
とのお祭りから、大学生によるアート活動、ミニコンサ
ート、寄席など多岐にわたる。地域住人と学生が互いに
交流を図り、商店街は不定期に起こるこれらの活動によ
り賑わいをみせている。 
選定した敷地は、連続する商店街のひとつに面してい
る。駅から歩いて数分のこの敷地は、商店街としての軸
と、芸術大学、周辺小中学校の通学路の流れを受ける交
差点に位置する。また、練馬総合病院の最寄駅である江
古田駅からの道なりでもある。 
 
Fig.4 設計対象地 
 
６． 構成 
敷地は４面すべて接道し、商店街や芸大、小中学校の
通学路沿いのため、様々な人がここを通り過ぎ、各々の
時間を過ごせるような、活動の風景を垣間見たり、より
みちしたくなるような場所にしていく。 
 住居ボリュームの配置は、日照と、GL における外部
空間の計画によって決定している。 
 GL における交流広場の中心として緩やかに囲われた
中庭を計画することと、集合住宅としてすべての住戸へ
の日照を得るために敷地外周に沿って住居ボリュームを
配置した。また、高齢者世帯、一般世帯(家族、夫婦、単
身)、学生シェアハウスという３つの居住体系を分割する
ことで、それぞれの住居ボリュームを支えるように、GL
における共用諸室、店舗が配置される。そうすることで、
GL 空間は中庭に向かって路地のように周辺道路と連続し、
居住者の利用だけでなく、オープンに地域の人も利用で
きる場としている。 
これらのボリュームをスラブでつなぐことで、GL には
半外部空間が、住居部分には共用テラスが広がる。これ
らの外部空間が多様な行為を受け止める場となり、パブ
リックからプライベートに至るグラデーショナルな居場
所をつくっていくことで、居住者と訪れる地域の人々の
集いの場となるように計画した。 
 
Fig.5 中庭を囲む構成 
 
（１） 店舗を含む交流広場(１F) 
１階は、店舗と共用諸室、そしてこれらを管理する事
務・受付を配置する。また、高齢者の専門的なサポート
として健康相談所と管理人が機能し、店舗は高齢者の買
い物や食事など、基本的な日常生活を支えることができ
るようなものを配置する。  
 異なる住居タイプをつなぐスラブによって生じる半
外部空間は、その日の天気や日差しの変化、人の集まる
具合など、様々な変化によって多様な使われ方を可能に
し、居場所をつくる。周囲と空間的連続性をもち、ひと
つながりの中にも質の異なる場を生み出すことで、個々
で完結しがちな活動に関係性が生まれ、地域の人たちが
集うことのできる広場として計画した。 
 
Fig.6 半外部空間の活用 
 
（２） 住居(２～３F) 
 2～3 階は住居となる。東南に高齢者専用ユニット、北
西に学生シェアハウス、そしてこれらをつなぐように一
般世帯(単身、夫婦、家族など)の住戸ユニットを配置して
いる。つなぐスラブによる空間が、それぞれの住戸タイ
プによって変化し、居住者の共用の空間をつくるように
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計画した。中庭を囲むように共用テラスや住戸バルコニ
ーを配置することで、中庭に向かって観客席のような場
所をつくりだし、江古田の街で不定期に催されるミニコ
ンサートなどの場としても利用される。地域にとってイ
ベントの場となっていた商店街に重なるように、この集
合住宅が“集いの場”として機能する。住戸から緩やか
に変化するパブリック～プライベート性により、この中
庭に向かって広がるグラデーショナルな居場所をつくっ
ている。 
 
   
Fig.7 中庭 
 
 
Fig.8 高齢者ユニット前のたまり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７． 結論 
この建物が江古田において居住者の生活をサポートし、
多くの人とのつながりを得ることで豊かな暮らしを送る
ことのできる場所として機能することを期待している。 
居住者である高齢者と地域の人が、双方を巻き込んだ
活動や、場所の共有をはかることで、地域にとっても賑
わいを生み出し、より魅力的な地域風景を垣間見ること
ができる場所になるのではないかと思う。 
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